
本研究室では、本来1000℃程度の高温で焼成することにより作製されるセラミックス
を、「水熱法」という水溶液からナノ粒子として作製する方法について研究を行って
います。水熱法は圧力鍋に非常によく似ており、100℃以上の高温溶液中で反応させ
ることによって、比較的低温で酸化物(セラミックス)を作成することができます。研
究室では、ナノ粒子の大きさを揃える研究を行っています。
令和04年度はさまざまな条件で粒子を作製し、各条件での粒度分布を得ました。これ
に機械学習を応用して、単分散条件について探索していく予定です。
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